
 

 

 

 
 

NTT アクセスサービスシステム研究所では、オンデマンドにエンド・ツー・エンド光パスを提供するオ

ールフォトニクス・ネットワーク(APN)における収容信号の拡大に向けて APN アーキテクチャの拡張を

提案し、IOWN Global Forum における Open APN 機能アーキテクチャに反映しました。また、アクセス

ノードであるフォトニックゲートウェイを提案 APN アーキテクチャに従って構築し、フィールドアクセ

スファイバを用いて、光インターフェイス・光クロスコネクト要件が大きく異なる 100 Gbit/s DWDM 

(Dense Wavelength Division Multiplexing)信号光とファイバセンシング光の同時伝送に成功し、提案

APN アーキテクチャの有効性を実証しました。 

 

NTT が 2019 年に発表した IOWN(Innovative Optical and Wireless Network)構想の構成要素の 1 つであ

るオールフォトニクス・ネットワーク(APN)は、ユーザやサービスごとのエンド・ツー・エンドの光パス

接続により、電力効率の向上に加えて、広帯域保証、低遅延・低ジッターな通信環境を提供します。NTT

アクセスサービスシステム研究所では、これまでに、APN の入り口に配置されるアクセスノードとして

フォトニックゲートウェイを提案し(図 1)、アクセスエリア内に分散する装置に対してアクセス／メトロ

エリアを電気終端せずに跨ぐ光パスを含めた多様な形態の光パスを提供するための必要機能を提唱してき

ました。また、オープンなアーキテクチャでの APN の実現に向けて、IOWN Global Forum において

Open APN の機能アーキテクチャの定義を推進してきました。これまでの取組みでは、初期には高速・大

容量性を活かした APN サービスから展開されることを想定して、現行のメトロ／コア網を支える高密度

波長分割多重(DWDM: Dense Wavelength Division Multiplexing)技術をベースとして、フォトニックゲー

トウェイに関する機能定義および PoC(Proof of Concept)実証を先行して進めてきました。一方で、APN

は、新たなユースケースに対応するために多様な光インターフェイス・光クロスコネクト要件を有する信

号光を収容できるよう高度化することが求められます。 

 
図 1 フォトニックゲートウェイのコンセプト 
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以上を踏まえて、NTT アクセスサービスシステム研究所では、APN アーキテクチャの拡張を提案しまし

た(図 2)。提案アーキテクチャでは、DWDM 技術に基づいて波長単位でエンド・ツー・エンドの光パスを

提供する既存の波長パス層の下に、波長に関わらずに通過可能なエンド・ツー・エンドのトンネルをファ

イバ単位で提供するファイバパス層を新たに定義します。アクセスノードであるフォトニックゲートウェ

イは、ファイバパス層のクロスコネクト機能 FXC(Fiber Cross Connect)と、波長パス層でのアド／ドロッ

プ機能(Add/Drop)、クロスコネクト機能 WXC(Wavelength Cross Connect)を備えます。Add/Drop、WXC

は、現行のメトロ網において広く用いられている伝送装置 ROADM(Reconfigurable Optical Add/Drop 

Multiplexer)が備えるのと同様の機能です。ファイバベースのクロスコネクトモジュールは一般的に、波長

ベースのクロスコネクトモジュールよりも接続間のクロストークのレベルが小さいため、ファイバパス層

の設置により、厳しいクロスコネクト性能を要求するファイバセンシング光や量子鍵配送信号光などを

APN が収容可能となることが期待できます。また、ファイバクロスコネクトは波長依存性がないため、モ

バイルフロントホールなどの短距離のユースケースで広く用いられる非 DWDM を含むさまざまなタイプ

の光信号を収容できるようになります。APN アーキテクチャの拡張は、IOWN Global Forum から 2023 年

10 月にリリースされた Open APN 機能アーキテクチャ文書(第 2 版)に反映されました。Open APN 機能

アーキテクチャ文書(第 2 版)では、波長パスサービスを提供する Open APN 波長エクスチェンジ(Open 

APN.WX)層の下に、ファイバパスサービスを提供する Open APN ファイバエクスチェンジ(Open 

APN.FX)層を定義しています。 

 

図 2 提案 APNアーキテクチャ 
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タを取得可能であること(図 5)の 2 点を確認し、これにより提案 APN アーキテクチャの有効性を示しま

した。 

 
図 3 実証実験構成 

 

図 4 DWDM 信号光の受信特性                 図 5 DAS データ 
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